
【支給期間の考え方（退職後）】

１. 傷病手当金を受給中でそのまま退職する場合

傷病手当金支給期間
1年6か月間（結核性の病気によるものは3年間）

1年以上

共済組合員期間
退職日以降も仕事ができない期間

B：退職後も引き続き
労務不能である旨の
医師の証明があること

A：退職日時点で共
済組合員期間が継続
して1年以上あること

A～Dの条件をすべて満たせば、退職後に、法定給付期間1年6月の内、
まだ受給していない残りの期間分を受給することができます。

休

欠勤、
有給休暇、
病気休暇、
休職等

待期期間完成
（連続した3日間）

休 休 休 休
退職
（休）

※C：退職日に出勤して
いないこと（私傷病による
年休は問題なし）

D：退職日は初診日か
ら数えて4日目以降であ

ること

傷病手当金支給期間

在職時の待期期間
・支給期間 退職後の傷病手当金支給期間

※C 退職日が非番・週休日だった場合は、
その日以前の勤務を要する日に出勤していないことが条件と
なります。
例：退職日が３月31日（土）の非番日の場合、

前日の3月30日（金）が勤務を要する日であれば、
その日出勤していないこと



【支給期間の考え方（退職後）】

傷病手当金支給期間
1年6か月間（結核性の病気によるものは3年間）

1年以上

共済組合員期間

退職日以降も仕事ができない期間

B：在職中から退職後の期間にか
けて引き続き労務不能である旨の

医師の証明があること

A：退職日時点で共済組合員期
間が継続して1年以上あること

A～Dの条件をすべて満たせば、退職後に、
法定給付期間1年6月分を受給することができます。
なお、支給開始日は資格喪失日となります。

休

欠勤、
有給休暇、
病気休暇、
休職等

待期期間完成
（連続した3日間）

休 休 休 休
退職
（休）

C：退職日に出勤して
いないこと（私傷病に
よる年休は問題なし）

D：退職日は初診日
から数えて4日目以降

であること

在職時に
待期期間完成済

２. 待期期間は在職中に完成するも、報酬等との調整の影響により、
 傷病手当金の支給が開始されていない場合

傷病手当金支給なし

退職後の傷病手当金支給期間

※C 退職日が非番・週休日だった場合は、
その日以前の勤務を要する日に出勤していないことが条件と
なります。
例：退職日が３月31日（土）の非番日の場合、

前日の3月30日（金）が勤務を要する日であれば、
その日出勤していないこと
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